
2022/11/18

12

香川県の特徴 （海との関わり）

陸域面積に対する
海岸線の長さが
瀬戸内海で１位
（長崎、沖縄に

次いで全国３位）

県民の２９人に１人は
島暮らし（Ｈ２７）

香川県の
有人島数は２４

（全国５位）

全ての海岸線が
瀬戸内海に面し、

河川は 全て

瀬戸内海に流れ込む

海

里

山

23

地の利を活かした かがわの「里海」づくり

24
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かがわ「里海」づくりビジョン

座長

香川大学 増田名誉教授

かがわ「里海」づくり協議会 の設置 （H25.4.24）

➔共有理念となる かがわ「里海」づくりビジョン の策定 （H25.9.7策定）

25

目指すべきかがわの「里海」の姿
（人と自然が共生する持続可能な豊かな海）

「里海」を活かした新しい価値創造
～SATOUMIを香川から世界へ～

26
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かがわ里海大学

かがわ里海大学（香川県×香川大学）

里海づくりに求められる人材の育成や、里海についての理解を広げていくこと
を目的に、平成２８年４月に香川大学と共同で開校。

「大学」と言っても、特定の校舎を持つわけではなく、入学試験もない。

里海づくりに向けた課題の解決に必要な講座や、子供も楽しく里海に親しめる
講座など、様々な講座を随時開講。

学長 ：香川県知事。 運営 ：かがわ里海大学協議会

27【かがわ里海大学ＨＰ】https://www.pref.kagawa.lg.jp/kankyokanri/university/kfvn.html

講座数 修了者数 開催数 受講者数
平成２８ 17 346
平成２９ 25 485
平成３０ 28 546 4 86
令和１ 30 558 9 299
令和２ 28 373 11 624
令和３ 20 316 14 519
令和４ 17 256 9 271

年度

かがわ里海大学　実施状況の推移

レギュラー講座 オーダー講座

※令和４年度は１０月末まで

28
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谷 光承 さん
「里海体験ツアー」や「里海のウォーキングツアー」で何回か講

師・ガイドを担当させていただきました。
講座では、参加者に伝えることを意識するのでなく、伝わることを

意識しながら実施しました。講座で色々な参加者とご一緒させても
らう中で、実際に見て体験することの重要性をあらためて感じてい
ます。

参加者から「地元の知らなかった事を知れて楽しかった」「子ど
もと夢中になって楽しめた」などの感想をいただいた時は、思いが
伝わったことを実感できて嬉しいです。

山田 富士夫 さん
里海ガイド養成講座を修了して、はや5 年。
会社員の傍ら、現在は里海体験ツアーのガイドをはじめ、企業

様や自治体の里海づくり活動にもガイドや講師として携わらせても
らっています。

また、2 年前からビーチクリーンイベントを自主的に企画・運営す
るようになり、およそ2 ヶ月に1 回のペースで海岸清掃活動を続け
ています。

自分のライフスタイルに合った形で、海をベースに身近な自然
の楽しみ方や魅力を、これからも伝えていければいいなと思って
います。 31

かがわ里海大学

32

かがわ里海大学
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かがわ里海大学

34

かがわ里海大学



2022/11/18

18

海岸漂着ごみ 漂流ごみ 海底堆積ごみ

発
生
抑
制

国や県の海面清掃

船などにより回収・

処理を実施。

Ｈ25年度から、香川県海ご

み対策推進協議会にて関係

者協働による香川県方式の

海底堆積ごみ回収・処理シ

ステムを構築、推進。

（小型機船底びき網漁業禁止区域

でも県の補助を受けた市町が漁協

に委託して回収・処理を実施）

県・市町の海岸管理

者が、住民・漁業者

等関係者の協力を

得て回収・処理を実

施。

・他に、地域住民等の

ボランティアによる回

収・処理

〇次世代育成 〇専門家・リーダー育成 〇プロモーション・啓発活動

〇調査研究（川-海面-海底-海岸） 〇参加型海ごみ調査

〇H26年度から、県内一斉海ごみクリーン作戦「さぬ☆キラ」実施

回
収
・
処
理

香川県の海ごみ対策 （取組みの概要）

国土交通省「美讃」

35

漁業者がボランティア
で持ち帰り

行政（沿岸市町と
県）が運搬・処理

行政（内陸部を含む
全市町と県）が処理
費用を負担

※底びき網漁業の操業禁止区域については、
幼稚魚の生育の場を保全するという観点
から、水産部局において海底堆積ごみ回収
事業等に取り組んでいる。

平成２５年５月に、国、県、内陸を含む全市町及び各種団体の参加により設置した
「香川県海ごみ対策推進協議会」で、全国初・香川県独自の海底堆積ごみ回収・処理
システムを構築。

海ごみ問題への取組み

香川県方式の海底堆積ごみ回収・処理システム

36
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自主的な活動を継続的に行い、広く県民に調査方法等を普及・啓発できる地域リーダー
の育成のための講座の開催や実践。

リーダー育成

県民参加型の海ごみモニタリング調査
リーダー育成講座の受講者が中心となって、県民参加型モニタリング調査を実施。

海ごみ問題への取組み

海ごみについては、回収・処理だけではなく、ごみを発生させない、発生抑制
の取組みも重要であり、人材育成や普及啓発にも取り組んでいる。

講師：小島あずさ 氏 （一般社団法人JEAN）

Ｒ３.１１.１３
直島

Ｒ３.１１.２７
男木島

Ｒ３.１１.２８
粟島

37

38

海ごみ問題への取組み

香川県海岸漂着物対策活動推進員（かがわ海ごみリーダー）

香川県では、従来から「海ごみリーダー養成講座」を開講しており、平成２８年度～令和４年度
の７年間でで９９名が修了した。

令和３年７月２７日に、初めて海岸漂着物対策活動推進員の委嘱を行い、１３名を委嘱した。
委嘱にあたっては、「海ごみリーダー養成講座」の修了を、１つの要件としている。
令和４年度は、１２月に１４名を追加して委嘱する予定。さらに追加する予定もある。

Ｒ３.７.２７ 香川県海岸漂着物対策活動推進員 委嘱式

かがわ海ごみリーダーの活動
○かがわ里海大学の講座やオーダー

講座の講師
○香川県が行う海ごみ対策事業への

協力
○各自で海ごみ清掃イベントや学習

活動を主催

海岸漂着物処理推進法第１６条に基づき、都道府県知事が委嘱する。
“海岸漂着物対策の推進を図るための活動に熱意と識見を有する者”
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海ごみ発生抑制 プロモーション

Ｒ１.８.２１ 海ごみワークショップ
（サンポート高松）

Ｒ１.１０.２１海ごみ出張教室「みんなで踊ろうウミゴミラ♪」

（城東保育園）

海ごみ問題への取組み

令和３年度プロモーション活動
○「海ごみクイズキャンペーン」をWＥＢ上で実施。約4,000人が参加。

39

県の海ごみ対策のシンボルキャラクター「ウミゴミラ」を活用した様々な
プロモーションを実施。（平成２６年度～）

40

海ごみ問題への取組み

令和４年度プロモーション活動
○かがわ海ごみリーダーのプロモーション

・ＰＲポスターの作成
・ＰＲリーフレットの作成
・ラジオ番組の放送（９月～１１月 １３回放送）
・海岸での清掃イベントの実施（９月～１１月 ３回実施）

○かがわ経済レポートへの広告（１０月 １回掲載）
○ユーチューバーとタイアップした商店街の清掃イベント（１回実施予定）

【海ごみ探検隊ＨＰ】http://kagawaumigomi.jp/umigomilla/
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海洋ごみ対策プロジェクト「瀬戸内オーシャンズ Ｘ」

令和2年12月25日、瀬戸内4県（香川、岡山、広島、愛媛）
と日本財団が「海洋ごみ対策に係る連携・協力に関する
協定」を締結。

相互に連携・協力し、行政・企業・住民などを巻き込んだ
新たな対策モデルを形成し、「瀬戸内モデル」として全国、
世界へ発信することが目標。

瀬戸内海の近隣県との広域的な連携

41

海洋ごみ対策プロジェクト「瀬戸内オーシャンズ Ｘ」

瀬戸内海の近隣県との広域的な連携

42

漂着ごみ約1トンを回収。アクセス困難な海岸に漂着したフロートやブイ。
減容装置を用いた大型漁業系ごみの一掃作戦を実施。

2022年7月30日(土) 愛媛県宇和島市

海洋プラスチックごみの発生抑制を目的に、2020年12月～2021年5月、岡山・
広島・香川・愛媛の瀬戸内4県の中で人口が集中する280の河川・用水路流域に
おいて、海洋ごみの大規模な発生実態調査を実施。
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お わ り

三豊市 ・ 父母ヶ浜 43


